
大阪市中央卸売市場 経営計画２０２１（概要版）

大阪市中央卸売市場経営計画について

大阪市の目指す市場

•本場・東部市場を対象とする「中央卸売市場事業会計」の経営の基本計画

•公営企業として、地方公営企業法等の趣旨を踏まえ、将来にわたって安定的に事業を

継続していくため、将来における投資計画や諸施策を明らかにし、持続性を確保する

ための取組みと収支見通しを織り込む

１ 位置付け

•令和３年度から令和12年度までの10年間

２ 計画期間

•大阪市の目指す市場

•開設者としてのこれからの取組み

•今後の収支見通し

３ 主な内容



開設者としてのこれからの取組み

市場の経営改善

 収入の確保  経費の節減

• 開設者が主体的に取り組んでいる本場

業務管理棟の入居促進や資産の有効活

用を検討・実施

• 民間活力を最大限活用しながら業務の効率

化を進める

• 民間資金の導入や投資的経費の選択と集中

により、投資的経費を抑制・ランニングコ

ストを削減

市場の基本機能の強化

 品質管理及び衛生管理の高度化  老朽化施設・設備の更新、長寿命化

• 食の安全・安心への意識の高まりに

対応したコールドチェーン等の確保

• 中長期的な視点に立った計画的な維持管理

• 予防保全の考え方のもとでの定期的な保守・

点検、修繕の実施

• 長寿命化を基本とした維持管理

市場の社会的役割の向上

 市場事業者に対する指導監督等  市場機能に関する情報発信

• 取引ルール等を遵守させるための指導

及び助言、是正の求め等の措置

• 市民等消費者へ中央卸売市場の役割や機能、

食の大切さについて情報発信

今後の収支見通し

中央卸売市場が担っている社会的役割・機能を安定的かつ持続的に発揮していく

ためには、経営基盤を強化し、適正かつ健全な市場運営を引き続き確保する必要

があることから、当面は、①「収支における安定した単年度黒字化」と②「資金

不足比率を20％未満に抑制」することを具体的な目標をして設定する

単年度黒字化 資金不足比率

令和11年度達成見込み
20％未満を堅持
（資金剰余を維持）


